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　みなさん、2020年はどのような一年でしたか？新型コロナウイルスが流行し、緊急事態宣言が発令され、オリンピックが延
期となり、明るいニュースが少なかったという方も多いのではないでしょうか。―それでも、文化は枯れることなく咲き続けま
す。文化が美しく咲き続けられるように、「新しい形」で私たちが力を合わせていきましょう。

今号の
一枚

　書道教室に通い始めたきっかけは、
小学生の頃、隣の席の男の子に、「字が
下手だなあ」と言われたことでした。悔
しくて始めた習い事でしたが、地元を離
れ就職後も、細く永く、実家近くの書道
教室へ通い続けました。そして遂に脱サ
ラ、Ｕターン。「とにかく書きたい…本格
的に書を学びたい」と決心してから早二
年、書道教室を始めてからは丸一年が
経ちました。昨年つつじが丘にオープン
した教室は、現在３歳からシニア世代ま
での幅広い年齢層の方々にご利用いた
だいています。夕方から学校帰りの子ど
も達が集う、明るく楽しいお稽古場です。
自らよく考え、実行し、多くの発見や学ぶ

喜びを身体いっぱいに表現できる子ど
も達。私は子ども達から多くのことを教え
てもらっています。教室以外は主に制作
をしております。何度も何度も練り直しな
がら作品を仕上げていきます。今、私が
専門的に学んでいるのは、主に「仮名」
です。仮名書は変体仮名を使ったり、文
字の大小や強弱をつけたりしながら、自
由自在に変化させることができる、私に
とって非常に奥の深い書道のジャンル
です。さらに、筆や墨、紙を変えたりすれ
ば、変化は無限大です。制作をしていれ
ば時間を忘れ、気が付けば汗だくに。優
雅なイメージのある書道ですが、大きな
作品はかなりの体力を使います。ただ、
不思議なことに、身体は疲れても、筆をと
ると不思議と心が落ち着き、身体もメン
テナンスされていくような気もします。あ
る大人の生徒さんは「書道の面白さはま
だよくわからないけど、無心になれる時
間が本当に心地いい」とおっしゃってい
ました。書は、喧騒を忘れ、自分自身と向
きあう時間を提供してくれます。

広 田 か な え
まき筆文字工房

ヨゲンノトリとは、安 政4
（1857）年12月、加賀国白
山にあらわれた黒と白のふ
たつの頭を持つ不思議な鳥
で、翌年に流行するコレラを
予言…「私の姿を朝夕に拝
めば難を逃れることができ
る」と言ったそうです。「疫
病退散！」の願いを込めて描
きました。

斧路朱音

「預言鳥－YOGEN NO TORI－」
2020年　紙、インク・彩色　22.9ｃｍ×26.9ｃｍ

　今回は煎茶売茶流東三河支部さんへ
おじゃましてきました。この日は生徒さん
2名のお稽古で、岩瀬先生の明るくおお
らかなオーラが教室の雰囲気を優しく
包んでいました。
　「1煎目は玉露の甘み、2煎目は渋み
を愉しみます。 お湯の温度や量、蒸ら
す時間、使う急須などで味が変わるの
がお抹茶と違っておもしろいですね。だ
から、淹れる人によっても味が全然違い
ます。『お茶を淹れる音に風情があるよ
うに、風情を感じられるように淹れて』と
よく言われますが、これがなかなか難し
い。冬はほうじ茶を使ったお点前もしま
すよ。」と煎茶道の魅力を先生が教えて
くださいました。取材した日は無
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呼ばれる、棚のないお点前のお稽古をし
ていましたが、使う道具が変わるとお点
前の流れも変わるそうです。生徒さんが
持って来られた、初代山田常山の急須と
イギリスのロイヤルクラウンのお皿を使
い、この話で盛り上がっていました。
　煎茶道は1660年頃、茶道（お抹茶）

が形式にとらわれすぎているというとこ
ろから始まり、売

ばい

茶
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翁
おう

が広めたと言われ
ています。売茶翁は茶を売りながら時代
の批判をしたり、和歌や漢詩を詠んだり
し、伊藤若冲や与謝蕪村などの文人と
の交流もあったそうです。「形式にとら
われない」「道具に凝り固まらない」こと
をモットーに始まった煎茶道ですが、江
戸末期には様々な流派に分かれました。
取材した煎茶売茶流さんは家元が名古
屋で、東は関東から西は九州まで10支
部あり、東三河支部には100名ほどい
らっしゃるそうです。
　「お茶の世界は覚えようとしてはダメ、
慣れが大切です。美味しいお茶を淹れる
のが大切。お点前が完璧になれば美味
しいお茶が淹れられる、つまり美味しい
お茶を淹れるためにお点前があるんで
す。」と、素敵なお話を伺うことができま
した。
　煎茶売茶流さんは「サーラくらしとき
めきアカデミー」でも講座を行っていま
す。ご興味のある方は事務局まで。

煎茶売茶流
美味しいお茶を淹れるためにお点前がある
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特選作品ご紹介
【俳句の部】
エプロンで手を拭ひつつ月を待つ

増谷いち子

（増谷さんコメント）
　名月の頃は忙しい。月白を見たいため、月の出を見たいため、三
日月の頃から家と庭を行ったり来たり。特に十五夜は心が騒ぐ。五
時前から七時頃まで出たり入ったりを繰り返す。食事の支度を何度
も止めて家人に飽きられながら月を待つ。私にとって一年で一番楽
しい夜なのかもしれません。
＜俳句を始められたきっかけ＞
　中学2年生の春、国語の教師だった桑原鯨音先生に誘っていた
だいて「白南風」と名付けられた句会で月に2回、先生の宿直の日
に校長室で俳句を始めました。今でも、あの頃の先生の句、仲間の
句を鮮明に覚えています。
　今では俳句をやっているのは私ひとりだけになってしまいました
が。私にとって俳句は素晴らしい人たちと言葉・感覚を磨き合える、
一番の生き甲斐です。

【短歌の部】
病室の灯火ひとつひとつ消え満月だけが夜空に灯る

髙栁尚子

（髙柳さんコメント）
　コロナで大変な今年のお月見の夜、いつもより遅く子供達と夜空
を見上げ始めました。夜10時近くになると街の灯がへりはじめ、遠く
にそびえる病院の高い建物の窓の明かりも、ひとつずつ消灯して
いきました。そんな中、ひとり夜空に残り、静かな光を注ぎ続ける満月
は、それぞれの病室にそれぞれの思いを抱えて眠りにつこうとする
人 を々あたたかく見守ってくれる存在に思えてきたのです。不思議
な感覚を覚えた夜でした。
＜短歌を始められたきっかけ＞
　短歌を始めたのは20代はじめだったと思います。母と、その短歌
の仲間の方 と々みどり湖（愛知県）を訪れた時に作ったのが、きっか
けでした。
　日常の生活の中で、ふとメモしておきたい、気憶しておきたい“感
覚”を短歌の定型の中にいかにつぶさずに入れられるか考えるの
がとても貴重なひとときになっています。心の頼りどころのひとつと
なっているかも知れません。
　毎年、母と通った豊橋のお月見会がなつかしく、大池のほとりや、
三の丸会館の様 な々気憶とともに、豊橋を離れ、母が亡くなった今
も、子供達と続けています。

【川柳】
食いしばる自粛の民を照らす月

近藤清司

（近藤さんコメント）
　コロナに覆われた人々誰もが苦しんでいます。どんな形であれ不
安を抱いています。不用意な外出は控えるように、今直ぐすべきで
はない事はしないようになど、規制された声が心に残っています。
　自粛とはきつい言葉ですが、それは、自分で考え判断して行動す
る。何事も慎みを持ってやりましょうと言うことでしょうか。
　今年、中秋の名月は、幸いこの地を明るく照らしてくれました。夜
が更け、外に出ると辺りは静かです。コロナ禍の満月が「今、暫くの
期間、辛いけど辛抱しよう、頑張って下さい。」と。「なすべきこと、や
りたいことは多いけど、軽はずみな行いに気をつけて」と呼び掛け
ているようでした。その満月は、前方には、私たちの幸せがはっきり
見えているかのように・・・。
＜川柳を始められたきっかけ＞
　川柳は関心があり、時々、新聞、雑誌に目を落としていました。私
が作品を手掛けたのは、2000年頃からＮＨＫ学園「川柳春秋」通
信講座です。受講者作品の選句、添削指導のリポート送付など数

年、勉強の時期がありました。以後は、時 に々投句の場を見つけて
楽しんでいます。ある先生が、川柳は「誰にでも分かって、誰にでも
作れる句」と言われました。私の心構えにしています。

秀逸作品ご紹介
【俳句の部】
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今宵の月のついて来し
大河美智子

まだ床に就くをためらふ良夜かな
河邉満江

腕白が指のピストル月を撃つ
小林秋鳳

【短歌の部】
髪ざっと束ね廊下へ十六夜の瑠璃に映せる吾影黒し

中村佐世子
水切りで水面の月を壊したり光の欠片よりそいもとに

久野敦子
故郷を壊滅させし水の痕仮設の空に名月のゆく

浅井定子

【川柳の部】
名月や今日は亡き子の誕生日

小椋恵美子
夜勤行く子の背を撫でる月明かり

松井則雄
十五夜のスポット浴びてウォーキング

栗栖洋子

学生の部　優秀作品ご紹介
【短歌の部】
満月もｓｔａｙ　ｈｏｍｅにあきたかな十月一日ひょっこり顔出す

髙栁ポール杏音

【川柳の部】
まん月へすすきのほうきひとっ飛び

伊藤柚香

入選作品集を配布しています。
今回のお月見会の入選作品集を、三の丸会館、豊橋市民文化
会館、穂の国とよはし芸術劇場で無料配布しています。

第47回豊橋市民お月見会を開催しました。
　第47回豊橋市民お月見会を開催し、今年も多くのご応募をいただきました。俳句138句、短歌98首、川柳99句の中から「特選」「秀逸」

「佳作」「学生の部　優秀」がそれぞれ選ばれました。「特選」「秀逸」「学生の部　優秀」作品をご紹介します。

新春文化団体交流会の開催中止について

「私のB級!?コレクション展」出展者を募集します。

　例年1月に開催しています、「新春文化団体交流会」ですが、今
年度は新型コロナウイルス感染症拡大を鑑み、開催を中止いたし
ます。

　絵画、パッチワーク、プラモデル、盆栽、ポスター、ブリキのおも
ちゃ、郷土玩具、レアな切手コレクション、絵手紙、コスプレ写真な
ど、この機会にぜひ、ご自身の創作物の数々、あるいは蒐集物の
数 を々展示し、世間に幅広くその価値を広めてみませんか？

開催日◦令和3年3月13日（土）～ 14日（日）
時　間◦10時～ 16時
会　場◦豊橋市民文化会館2階展示室
出展料◦無料

▶搬入日／令和3年3月13日（土）8時30分～ 10時
▶搬出日／令和3年3月14日（日）16時～ 18時

▶会館で用意するもの／机、椅子、壁面吊り下げ用の金具、展示
用パネル

▶出展者で用意するもの／上記以外のすべて
▶申込方法／要綱を確認の上、指定の申込書によりお申込み下さい。

財団加盟美術団体選抜展のお知らせ
　豊橋文化振興財団に加盟する写真並びに書道の団体による
合同展覧会です。作品約200点を展示します。ぜひご来場くださ
い。

と　き◦令和３年1月26日（火）～ 1月31日（日）
　　　   9時～ 17時（最終日は16時まで）
ところ◦豊橋市美術博物館

▶入場料／無料
▶参加団体／写真：フォトクラブ「楽々」、中日写真協会豊橋支

部、写真集団・四季風
書道：泥泥舎、洗心書道会、澄心会書道、日本習
字、香風書院、一穂会、豊橋楽書会、瑤玉印社、
三河書芸会、自然の会、書社かぎろひ、邦友会、
華友会

▶問合せ／豊橋文化振興財団（☎0532-39-5211）

１月から３月の月例茶会中止について
　11月５日茶道クラブ役員会を三の丸会館で開催し、令和３年１
月から３月までの月例茶会は開催を中止することとなりました。何卒
ご理解賜りますようお願い申し上げます。
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▲南宗流による大作展示 ▲自由闊逹な児童展示コーナー

第2回　東三河新春書展…………………………………………………………………10日（日）まで
　時間◦9時～ 17時（最終日は16時まで）　　場所◦豊橋市美術博物館　　入場料◦無料
　内容◦東三河在住の書家93名が、流派、会派を越えて、研鑽した作品、漢字、かな、近代詩文、少字

数、篆刻等を展示する。
凧展………………………………………………………………………………………10日（日）まで
　時間◦９時～17時　　場所◦豊橋市民文化会館2階展示室　　入場料◦無料
　内容◦江戸より伝わる豊橋凧の展示 
伊藤民謡会創立50周年記念チャリティー民謡大会
　時間◦10時～　　場所◦豊橋市公会堂　　入場料◦無料
　内容◦教場対抗合唱コンクール、伊藤陽扇ショーなど
日曜短歌会
　時間◦13時30分～　　場所◦豊橋市民文化会館２階第７会議室
愛知県高等学校文化連盟美術・工芸専門部　東三河支部展…………………………24日（日）まで
　時間◦９時～17時　　場所◦豊橋市美術博物館１階（第１～３展示室）　　入場料◦無料
　内容◦東三河地区の高等学校、および特別支援学校高等部の生徒の作品展
水曜短歌会
　時間◦13時30分～　　場所◦豊橋市民文化会館2階第7会議
西垣恵弾・鈴木雅子 ヴァイオリン＆ピアノDUOコンサート
　時間◦18時30開演（18時開場）　　場所◦穂の国とよはし芸術劇場PLATアートスペース
　入場料◦一般2,500円　高校生以下1,000円
　内容◦前半はクラシックの名曲をヴァイオリンとピアノのデュオで、後半はパーカッションも入れてラテン音

楽を演奏
なごやか～な　こんさあと
　時間◦13時開演　　場所◦豊川市民文化会館フロイデンホール　　入場料◦1,000円
　内容◦ピアノ、ソロ、デュオ、２台ピアノのコンサート
第38回財団加盟美術団体選抜展………………………………………………………31日（日）まで
　時間◦９時～17時（最終日は16時まで）　　会場◦豊橋市美術博物館第1～ 3展示室
　入場料◦無料　　内容◦財団加盟美術団体（写真・書）による合同作品展
西村能舞台稽古　生徒随時募集中
　時間◦14時～ 16時　　場所◦西村能舞台（豊橋市上伝馬町）
　月謝◦7,000円／月1回、10,000円／月２回　　お問合せ◦080-1063-3855

第13回千切会会員作品展……………………………………………………………… 7日（日）まで
　時間◦９時～17時（最終日は16時まで）　　場所◦豊橋市美術博物館第２企画展示室
　入場料◦無料　　内容◦千切会会員による書道・写真・絵画・陶芸・木工細工など約66点の作品展
第11回とよはし音楽祭
　時間◦13時開演（12時開場）　　場所◦豊橋市民文化会館ホール　　入場料◦無料
　内容◦愛知県豊橋発・全国に向けて、こころの病を抱える方を対象とした「チャレンジド・ミュージックコン

テスト」を開催
第30回記念豊橋竹道会尺八演奏会
　時間◦13時～　　場所◦カリオンビル６階ホール　　入場料◦無料
　内容◦三曲合奏「西行桜」ほか数曲、尺八本曲「鹿の遠音」ほか数曲（予定）
第48回盆栽逸品展………………………………………………………………………14日（日）まで
　時間◦９時～17時　　会場◦豊橋市民文化会館2階展示室　　入場料◦無料
　内容◦日本盆栽協会豊橋支部による様 な々盆栽の展示
水曜短歌会
　時間◦13時30分～　　場所◦豊橋市民文化会館２階第７会議
日曜短歌会
　時間◦13時30分～　　場所◦豊橋市民文化会館２階第７会議
J.S.バッハ「ミサ曲ロ短調」全曲演奏会
　時間◦15時～　　場所◦アクトシティ・浜松コンサート・ホール　　入場料◦3,000円
　内容◦独唱、合唱、オーケストラによるJ.S.バッハ作曲「ミサ曲ロ短調BWV232」の完全全曲演奏
西村能舞台稽古　生徒随時募集中
　時間◦14時～ 16時　　場所◦西村能舞台（豊橋市上伝馬町）
　月謝◦7,000円／月１回、10,000円／月２回　　お問合せ◦080-1063-3855
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豊橋の文化活動―アーカイブス④

文学座公演迫る！文学座公演迫る！
◇昭和21年12月３日午後５時◇昭和21年12月３日午後５時
◇豊橋市公会堂◇豊橋市公会堂
　新劇といえば、我々の生活とかけ離れた演劇のように感ずる人達が少なくない。事実これまで数ある新劇団のうちには、　新劇といえば、我々の生活とかけ離れた演劇のように感ずる人達が少なくない。事実これまで数ある新劇団のうちには、
所謂独りよがり的なものもあったが、然しそれはその一片影に過ぎなくて、決して新劇全体に通じる批評でもなく、また間違所謂独りよがり的なものもあったが、然しそれはその一片影に過ぎなくて、決して新劇全体に通じる批評でもなく、また間違
った観方である。新劇はいうまでもなく、我が国伝統の演劇である歌舞伎劇や新派その他の大衆劇へ反抗的に生れたものった観方である。新劇はいうまでもなく、我が国伝統の演劇である歌舞伎劇や新派その他の大衆劇へ反抗的に生れたもの
である。従来の演劇は俳優中心のものであったり、その筋のみを楽しむようなものであった。演劇を観て“ああ面白かった”である。従来の演劇は俳優中心のものであったり、その筋のみを楽しむようなものであった。演劇を観て“ああ面白かった”
とか、とても“悲しかった”などと云うにすぎなかった。つまり一種の見せ物的存在だったのである。新劇はそんなことであっとか、とても“悲しかった”などと云うにすぎなかった。つまり一種の見せ物的存在だったのである。新劇はそんなことであっ
てはならない。劇そのものの中に織り込まれた思想、つまり、作者が舞台を通じて切実に叫ぶ思想をつぶさに検討し、そしててはならない。劇そのものの中に織り込まれた思想、つまり、作者が舞台を通じて切実に叫ぶ思想をつぶさに検討し、そして
我々がこれから本当に生き抜いていこうとする真実の姿を見究めるのが新劇なのである。従って新劇は何よりその作品価値我々がこれから本当に生き抜いていこうとする真実の姿を見究めるのが新劇なのである。従って新劇は何よりその作品価値
が高く買われている所以である。では、新劇とはどんな演劇であるかと、その実際を観たい人達の為に、また新劇運動に関心が高く買われている所以である。では、新劇とはどんな演劇であるかと、その実際を観たい人達の為に、また新劇運動に関心
をもっておられる人達の為に、この度我が国新劇界の最高峰である＜文学座＞を招聘して公演するに至った次第である。をもっておられる人達の為に、この度我が国新劇界の最高峰である＜文学座＞を招聘して公演するに至った次第である。
☆演目☆演目
シャルル、ビルドラック　作シャルル、ビルドラック　作
木藤武俊　翻訳木藤武俊　翻訳
戌井市郎　演出戌井市郎　演出
１．『商船テナシチイ』　三幕　四場１．『商船テナシチイ』　三幕　四場
　岸田國士　作　戌井市郎　演出　岸田國士　作　戌井市郎　演出
２．『驟雨』　一幕２．『驟雨』　一幕
　八木隆一郎　作　大江良太郎　演出　八木隆一郎　作　大江良太郎　演出
３．『故郷の聲』　一幕３．『故郷の聲』　一幕

☆出演者☆☆出演者☆
青野太郎・賀原夏子・大泉滉・菅文代・高原駿雄・杉村春子・龍岡晋・丹阿彌谷津子青野太郎・賀原夏子・大泉滉・菅文代・高原駿雄・杉村春子・龍岡晋・丹阿彌谷津子
中村伸郎・新田瑛子・宮口精二・宮内順子・三津田健中村伸郎・新田瑛子・宮口精二・宮内順子・三津田健

照明＝國分洋一　監督＝戌井市郎照明＝國分洋一　監督＝戌井市郎
入場料＝一般15圓、学生５圓入場料＝一般15圓、学生５圓
尚當協会会員には特別優待券（5圓）を當協会事務所でお分けしますから、御出掛け下さい。尚當協会会員には特別優待券（5圓）を當協会事務所でお分けしますから、御出掛け下さい。
付記　昼の部は学生マチネーで、岸田國士作「驟雨」は上演せず。付記　昼の部は学生マチネーで、岸田國士作「驟雨」は上演せず。
尚夜間入場の学生券には追加金５圓を頂きます。尚夜間入場の学生券には追加金５圓を頂きます。

　以上は、『豊橋文化協会』主催により豊橋市公会堂で、戦後初めて開催した＜文学座公演＞を周　以上は、『豊橋文化協会』主催により豊橋市公会堂で、戦後初めて開催した＜文学座公演＞を周
知するために「豊橋文化」第１巻第４号（昭和21年）に掲載された告知文です。知するために「豊橋文化」第１巻第４号（昭和21年）に掲載された告知文です。

　また、昭和22年４月15日「豊橋文化」通巻13号には、野呂進（浅井秀雄）が『演劇随想』で、次のよう　また、昭和22年４月15日「豊橋文化」通巻13号には、野呂進（浅井秀雄）が『演劇随想』で、次のよう
に記しています。に記しています。
　「昨年の暮れからこのごろに至る数ヶ月間に、新劇を７回観ることが出来た。その劇団と演目は…＜　「昨年の暮れからこのごろに至る数ヶ月間に、新劇を７回観ることが出来た。その劇団と演目は…＜
文学座＞“商船テナシチイ”“驟雨”“故郷の聲”、＜文学座＞“女の一生”、＜新協＞“どん底”、＜薔薇文学座＞“商船テナシチイ”“驟雨”“故郷の聲”、＜文学座＞“女の一生”、＜新協＞“どん底”、＜薔薇
座＞“東京哀詩”、＜俳優座＞“愛と死との戯れ”、＜文学座＞“怒涛”、＜新協＞“武器と自由”…以上座＞“東京哀詩”、＜俳優座＞“愛と死との戯れ”、＜文学座＞“怒涛”、＜新協＞“武器と自由”…以上
の通りで、このうち最初の＜文学座＞を豊橋で観た以外、後の６つは全部名古屋の名寶文化劇場での通りで、このうち最初の＜文学座＞を豊橋で観た以外、後の６つは全部名古屋の名寶文化劇場で
あった。新劇が生れて以来既に40余ヶ年の歳月を閲しているが、“新劇は儲からぬもの”として、金儲けあった。新劇が生れて以来既に40余ヶ年の歳月を閲しているが、“新劇は儲からぬもの”として、金儲け
第一にしていた地方の興行家には相手にされず、ほとんど東京でくらしていたが、終戦後、全国的に第一にしていた地方の興行家には相手にされず、ほとんど東京でくらしていたが、終戦後、全国的に
膨湃と湧きあがった演劇熱に乗じて、地方公演までに進出してきたことは、地方の演劇ファンにとってこ膨湃と湧きあがった演劇熱に乗じて、地方公演までに進出してきたことは、地方の演劇ファンにとってこ
の上ない嬉しいことである。もっとも、豊橋のような小さな街にもズッと前に、＜築地＞や＜新協＞が２，３の上ない嬉しいことである。もっとも、豊橋のような小さな街にもズッと前に、＜築地＞や＜新協＞が２，３
回来演したことがあるが、その後は全く中絶の状態であった。くわしいことはしらないが、名古屋とて豊回来演したことがあるが、その後は全く中絶の状態であった。くわしいことはしらないが、名古屋とて豊
橋同様の有様ではなかったのではなかろうか。（中略）…文化振興にあたって、新劇が有力な文化橋同様の有様ではなかったのではなかろうか。（中略）…文化振興にあたって、新劇が有力な文化
財であることは論をまたない、敗戦以来世相混沌として、人々が右にせんか、左にせんかとさまよってい財であることは論をまたない、敗戦以来世相混沌として、人々が右にせんか、左にせんかとさまよってい
るとき、もっとも簡単明瞭に、しかも楽しく、面白く将来に光明を与えるのが新しい演劇運動の使命でなるとき、もっとも簡単明瞭に、しかも楽しく、面白く将来に光明を与えるのが新しい演劇運動の使命でな
くてはならない。」くてはならない。」
　その後も豊橋文化協会主催で、東京や名古屋の劇団による演劇が、豊橋市公会堂で毎年のよう　その後も豊橋文化協会主催で、東京や名古屋の劇団による演劇が、豊橋市公会堂で毎年のよう
に開催され、豊橋市民にも次第に浸透していきます。に開催され、豊橋市民にも次第に浸透していきます。

（事務局コメント）（事務局コメント）
　昭和22年というと、戦後間もない頃です。今よりはるかに貧しい時代にも関わらず、ここに書かれてい　昭和22年というと、戦後間もない頃です。今よりはるかに貧しい時代にも関わらず、ここに書かれてい
る文章から溢れ出る生命力、文化芸術に対する熱意や信念にはただ脱帽するばかりです。昭和42年る文章から溢れ出る生命力、文化芸術に対する熱意や信念にはただ脱帽するばかりです。昭和42年
に豊橋市民文化会館、平成6年にはライフポートとよはし、そして平成25年には穂の国とよはし芸術劇に豊橋市民文化会館、平成6年にはライフポートとよはし、そして平成25年には穂の国とよはし芸術劇
場が開館するなど、施設はもちろん様 な々政策も充実し環境は大きく発展しました。今では豊かな社会場が開館するなど、施設はもちろん様 な々政策も充実し環境は大きく発展しました。今では豊かな社会
には文化芸術が必要不可欠であると多くの人が考えています。このことはともすれば経済成長、経済には文化芸術が必要不可欠であると多くの人が考えています。このことはともすれば経済成長、経済
的な豊かさの結果だと考えてしまいますが、これは、先人たちの文化芸術に対する熱意や信念があっ的な豊かさの結果だと考えてしまいますが、これは、先人たちの文化芸術に対する熱意や信念があっ
てこそのものであるのだと改めて過去から呼び覚まされるような思いがします。てこそのものであるのだと改めて過去から呼び覚まされるような思いがします。
　もちろん、社会状況は大きく変わりました。少子高齢化、低経済成長など先行きは不透明です。しかし、　もちろん、社会状況は大きく変わりました。少子高齢化、低経済成長など先行きは不透明です。しかし、
今も不透明な時代なら当時も同じでしょう。今も不透明な時代なら当時も同じでしょう。記事にも「我々がこれから本当に生き抜いていこうとする真記事にも「我々がこれから本当に生き抜いていこうとする真
実の姿を見極める」とあります。この言葉を先人からのエールと受け取り事業を実施してまいります。実の姿を見極める」とあります。この言葉を先人からのエールと受け取り事業を実施してまいります。

～豊橋の劇場と演劇～

豊橋総合いけばな展を開催しました。
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る
わ
れ
勲
章
を
貰
っ
た
気
分

成
瀬
眞
智
子

梔
子
の
透
き
て
匂
へ
る
庭
先
に
時

の
流
れ
の
切
れ
る
こ
と
な
し鈴木

昌
弘

晩
秋
の
部
屋
に
迷
へ
る
い
つ
ぴ
き
の

蚊
の
い
の
ち
細
く
ほ
そ
く
て
日
昏
れ

鈴
木
鶴
江

秋
来
ぬ
と
目
に
は
見
え
ね
ど
気
に

入
り
の
カ
ー
デ
ィ
ガ
ン
の
行
方
捜

し
出
さ
ね
ば
　
　
　
　
岩
瀬
美
子

今
更
に
見
つ
む
る
ほ
ど
無
き
生
命
線

を
手
の
平
に
見
る
自
粛
の
独
り
居

岡
田
米
子

蜘
蛛
の
糸
に
木
蓮
の
萼
が
さ
が
り
ゐ

る
ぶ
う
ら
り
ぶ
ら
り
小
春
日
の
な
か

横
田
隆
介

義あ

姉ね

た
ち
が
次
々
逝
き
し
こ
の
秋

に
美
し
と
わ
れ
は
牛
丼
を
食
む

真
造
冨
久
代

石
巻
山
の
ふ
も
と
に
白
き
朝
の
靄
あ

た
ま
を
出
し
た
三
河
三
輪
山西郷

賢
谷

　

十
一
月
水
曜
歌
会

山
の
路
の
午
后
の
光
に
見
え
隠
れ

烏
瓜
の
実
雀
瓜
の
実
　
　
　
　
　

篠
田
武
子

時
折
は
ア
ル
バ
ム
上
で
切
れ
ぎ
れ

の
記
憶
を
紡
ぎ
夫
と
旅
す
る原田

敬
子

翡
翠
の
住す
み

処か

・
餌
場
の
郷さ
と

の
川
コ
ン

ク
リ
ー
ト
が『
飴
と
鞭
』な
る

西
郷
賢
谷

介
護
施
設
で
囲
碁
の
打
ち
手
を
捜

す
人
覚
え
た
い
わ
れ
　
め
で
た
く

出
合
え
り
　
　
　
　
成
瀬
眞
智
子

胸
奥
の
過
去
の
怒
り
の
み
ち
て
く

る
七
十
歳
近
い
秋
の
夜
長
に

夏
目
伊
代
子

見
開
き
し
瞳
は
夢
二
の
瞳
に
て
そ

こ
は
か
と
な
く
夕
ゆ
う
べた
た
ず
む岩瀬

美
子

眼
を
凝
ら
し
芋
虫
蛞
蝓
探
す
朝
　

春
菊
の
芽
は
茎
の
み
残
れ
り

内
藤
よ
し
胡

ら
ん
ら
ん
と
夕
陽
に
池
は
染
め
ら

れ
て
木
々
の
ざ
わ
め
き
た
だ
見
つ

め
お
り
　
　
　
　
　
　
成
嶌
孝
枝

背
を
丸
め
立
ち
た
る
厨
の
姑は
は

の
貌

に
窓
越
し
の
夕
日
が
ぼ
ん
や
り
当

た
る
　
　
　
　
　
　
　
室
　
澄
子

風
に
そ
よ
ぎ
し
こ
ろ
の
記
憶
も
綴

ぢ
ら
れ
む
歌と

友も

よ
り
賜
び
し
ラ
ベ

ン
ダ
ー
バ
ン
ド
ル
　
　 

洲
淵
智
子

残
照
や
つ
る
べ
落
と
し
の
野
良
仕

事
吾
を
案
じ
て
老つ

夫ま

は
待
ち
わ
ぶ

中
島
タ
エ
子

大
統
領
選
挙
に
違
和
感
お
ぼ
え
つ

つ
コ
ス
モ
ス
飾
り
秋
の
日
は
過
ぐ

長
谷
川
公
代


